
 

 

  

詳細は以下から 

 

アバターの遠隔操作で

未来の社会を

体験しよう！

 

実施主体 
大阪大学大学院 基礎工学研究科 石黒研究室 

大阪経済大学 人間科学部 髙井研究室 

堺市 

泉北光明池専門店事業協同組合 

南海電気鉄道株式会社 

本取組は大阪大学の研究として実施します 

アバターの遠隔操作 

ボランティア募集中 

（年齢60歳以上の方） 

 
（詳細は裏面をご覧ください） 



1． 実施内容 

大阪大学では内閣府「ムーンショット型研究開発」の一環で、高齢者の生き

がいややりがいづくり・少子化対策として、高齢者が家等に居ながらアバター

を遠隔操作して地域活動や遠隔地での仕事を行える仕組みを研究しています。 

本取組では、ロボットや CG 等のアバターを遠隔操作し、子どもたちとの対

話や施設の案内など、簡単な作業を行っていただきます。 

将来的には泉北からアバターを遠隔操作し、2025年の大阪・関西万博や2024

年に開業予定のグランフロント 2 期（梅田）でのデモンストレーションに参加

することをめざします。 

また、他の参加者や子どもたちにアバターの操作方法を教えることをお願い

することもあります。 

 

＜アバターの遠隔操作とは＞ 

離れた場所にいるロボットや CG

をパソコンで操作し、来場者との

対話や行動を行うことを指します。 

2． 操作場所・時間 

アバター実証拠点（光明池サンピア 2 号館 2 階（堺市南区鴨谷台 2－1－5）） 

実施日は不定期で 1 回 2 時間程度を予定しています。実施日が決まりました

ら、参加可能な方を LINE で募集します。 

3． 条件 

・男女不問、年齢 60 歳以上 

・人との会話、手によるパソコン操作が可能なこと 

（操作にパソコンを用いますが、簡単な操作ですので経験などは不要です） 

4． 参加登録方法 

本チラシ表面の二次元バーコードよりアクセスできる案内サイトをよく読ん

でいただき、その中に書かれております LINE グループに参加してください。 

参加後、自動で送られるメッセージに返信してください。 

5． 注意事項 

・最初に、研究目的の説明や操作を練習する講習会への参加をお願いします。 

・研究のため、操作の様子の記録やアンケート・インタビューをお願いする 

ことがあります。（実施時にご説明の上、同意書にサインいただきます） 

・謝金はありません（将来的に買物等で使えるポイント付与を計画しています） 

6． お問い合わせ 

大阪大学 先導的学際研究機構附属 共生知能システム研究センター 

平野 貴司 特任助教（常勤） 

E-mail: hirano@irl.sys.es.osaka-u.ac.jp 

Tel: 06-6850-8330（研究室：不在の場合があります） 


